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大
和
吉
野
の
山
中
に
国
栖
と
い
う
一
種
の
異
俗
の
人
民
が
居
た
。
所
謂
山
人






の
一
種
で
、
里
人






と
は
大
分
様
子
の
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
応
神
天

皇
の
十
九
年
に
吉
野
離
宮
に
行
幸
の
あ
っ
た
時
、
彼
ら
来
朝
し
て
醴
酒
を
献
じ

た
。
日
本
紀
に
は
正
に
「
来
朝
」
と
い
う
文
字
を
使
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
人
と

な
り
淳
朴
で
、
常
に
山
菓





を
取
っ
て
喰
う
。
ま
た
蝦
蟆





を
煮
て
上
味
と
す
る
。

そ
の
土



は
京
（
応
神
天
皇
の
都
は
高
市
郡
の
南
部
大
軽
の
地
）
よ
り
は
東
南
、

山
を
隔
て
て
吉
野
河
の
河
上
に
居
る
。
峯
峻
し
く
、
谷
深
く
、
道
路
狭
巘
で
あ

る
が
為
に
、
京
よ
り
は
遠
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
古
来
出
て
来
た
事
が
稀
で
あ

っ
た
。
こ
れ
よ
り
後
し
ば
し
ば
来
朝
し
て
、
栗
菌
や
年
魚
の
類
を
土
毛





と
し
て

献
上
す
る
と
あ
る
。
践
祚
大
嘗
会








等
の
大
儀
に
、
彼
ら
が
列
し
て
、
所
謂
国
栖

の
奏
を
と
な
え
、
土
風
の
歌
舞
を
演
ず
る
事
は
儀
式
上
著
名
な
事
で
、
大
正
御

大
典
の
時
に
も
、
伶
人
が
国
栖
代
と
し
て
、
こ
れ
を
奏
し
た
と
承
っ
て
い
る
。

　
久
須
と
い
う
名
義
に
つ
い
て
は
、
北
陸
方
面
の
蝦
夷
を
高

志

人
と
云
い
、
樺

太
ア
イ
ヌ
を
苦

夷

と
云
い
、
千
島
ア
イ
ヌ
を
「
ク
シ
」
と
い
う
と
同
語
で
、
蝦

夷
の
事
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
が
あ
る
。
自
分
は
ク
シ
・
コ
シ
・
ク
イ
皆
同
語
で
、

「
蝦
夷
」
と
い
う
も
、
も
と
は
ま
た
「
カ
イ
」
の
音
訳
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
承

認
し
、
蝦
夷
名
義
考
と
題
し
て
、
歴
史
地
理
（
三
十
一
巻
二
号
及
び
四
号
）
で

こ
れ
を
論
じ
て
お
い
た
。
し
か
し
国

栖

に
至
っ
て
は
、
い
か
に
も
そ
の
名
称
は

似
て
い
る
が
、
彼
ら
の
風
俗
そ
の
他
、
到
底
蝦
夷
ら
し
く
な
い
と
い
う
内
容
の

研
究
か
ら
、
か
つ
て
土
蜘
蛛
論
（
歴
史
地
理
九
巻
三
号
）
で
も
、
彼
ら
の
異
民

族
た
る
べ
き
事
を
論
じ
、
蝦
夷
名
義
考
に
お
い
て
も
、
国
栖
の
名
の
説
明
を
保

留
し
て
お
い
た
。
そ
の
後
名
義
考
の
補
考
を
著
わ
す
に
及
ん
で
、
簡
単
に
こ
れ

に
及
ん
で
記
述
し
た
が
、
今
や
さ
ら
に
本
誌
の
余
白
を
借
り
て
、
こ
れ
を
纏
め

て
み
た
い
と
思
う
。

　
自
分
は
思
う
。
「
久
須
」
は
も
と
「
ク
ニ
ス
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
、
国
栖
ま

た
は
国
主
・
国
樔
・
国
巣
な
ど
書
い
た
の
は
、
そ
の
呼
び
声
の
ま
ま
に
文
字
を

当
て
た
の
で
あ
ろ
う
と
。
こ
の
事
は
本
居
翁
も
既
に
古
事
記
伝
に
お
い
て
疑
う

て
お
ら
れ
る
。

　
吉
野
の
国
巣
、
昔
よ
り
久

受

と
呼
来
た
れ
ど
も
、
此
記
の
例
、
若
し
久

受

な

　
ら
ん
に
は
「
国
」
の
字
は
書
く
ま
じ
き
を
、
此



に
も
軽
島
宮
の
段
に
も
、
又

　
他
の
古
書
に
も
、
皆
「
国
」
の
字
を
作



る
を
思
ふ
に
、
上
代
に
は
「
久

爾

須

」

　
と
い
ひ
け
ん
を
、
や
ゝ
後
に
音
便
に
て
、
「
久
受
」
と
は
な
れ
る
な
る
べ
し
。

　
さ
れ
ど
正



し
く
久
爾
須
と
い
へ
る
こ
と
物
に
見
江
ね
ば
、
姑
く
旧
の
ま
ゝ
に
、

　
今
も
「
久

受

」
と
訓



り
。

　
と
あ
る
。
学
者
の
慎
重
な
る
態
度
と
し
て
、
敬
服
に
値
す
る
。
な
る
ほ
ど

『
国
』
の
字
を
『
ク
』
の
仮
字
に
用
う
る
事
は
い
か
に
も
無
理
だ
。
故
吉
田
博

士
は
、
そ
の
地
名
辞
書
吉
野
国
樔
の
条
下
に
、
諸
国
に
多
き
栗
栖





、
小
栗
栖









の

名
は
、
『
ク
ズ
』
の
転



り
に
あ
ら
ず
や
と
疑
わ
れ
、
紀
伊
国
栖
原
浦
に
久

授

呂

宮
あ
り
、
社
伝
に
国
栖
人
の
吉
野
よ
り
来
り
て
祭
れ
る
も
の
と
な
し
、
今
国
主

宮
と
訛
る
と
い
う
事
実
を
引
か
れ
た
、
ま
た
そ
の
国
主





神
社
の
条
下
に
は
、

　
蓋
国
主
は
栗
栖
の
訛
な
り
。
湯
浅
村
顕
国






神
社
も
此
神
を
勧
請
せ
る
に
て
、

　
国
津
神
と
も
唱
ふ
、
…
…
名
所
図
会
云
、
『
国
主
神
社
は
古
く
よ
り
久
授
呂

　
宮
と
云
ひ
伝
ふ
。
久
授
は
国
栖
に
て
、
呂
は
助
語
な
る
べ
し
。
寛
文
中
の
古

　
記
に
、
上
古
吉
野
の
国
栖
人
来
り
て
此
地
に
祀
る
所
と
い
へ
り
。
○
按
に
、

　
国
主
・
栗
栖
・
国
栖
の
三
語
は
古
人
相
通
じ
て
同
義
と
な
せ
る
如
し
。
続
紀

　
『
天
平
神
護
元
年
、
名
草
郡
大
領
紀
直
国
栖
』
と
云
ふ
は
、
紀
伊
国
神
名
帳

3



　
『
名
草
郡
正
一
位
紀
氏
栗
栖
大
神
』
と
相
因
む
所
あ
ら
ん
、
云
々
。

と
あ
る
。
自
分
は
本
居
翁
と
、
吉
田
博
士
と
の
両
説
に
賛
意
を
表
し
て
、
い
さ

さ
か
こ
れ
を
補
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
国
栖
人
の
民
族
的
研
究
の
発
表
は
他
日
を
期
す
る
。
し
か
し
彼
ら
が
蝦
夷
族

で
は
な
い
と
い
う
事
は
、
十
年
前
と
同
じ
く
、
今
も
な
お
こ
れ
を
信
じ
て
い
る
。

常
陸
風
土
記
に
は
国
巣
を
俗
に
土
蜘
蛛
ま
た
は
八
掬
脛







と
い
う
と
あ
る
。
そ
し

て
越
後
風
土
記
に
は
、
こ
の
国
に
古
く
八
掬
脛
と
い
う
も
の
が
い
て
、
土
雲
の

後
だ
と
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
属
類
は
風
土
記
編
纂
の
奈
良
朝
の
現
実
に
お
い
て
、

な
お
多
く
存
し
て
い
る
と
あ
る
。
当
時
蝦
夷
の
な
お
盛
ん
な
越
後
に
お
い
て
、

蝦
夷
と
は
別
に
土
蜘
蛛
の
後
裔
と
目
せ
ら
る
る
人
民
が
多
く
存
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
一
事
の
み
で
も
、
彼
ら
が
蝦
夷
と
は
違
っ
た
民
族
で
あ
る
こ
と

は
承
知
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
い
か
に
ク
ス
の
名
が
コ
シ
、
ク
シ
、
ク

イ
、
カ
イ
に
似
て
い
て
も
、
そ
れ
は
偶
然
の
暗
合
で
あ
っ
て
、
名
義
は
こ
れ
を

他
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
自
分
は
遺
物
遺
蹟
の
研
究
上
、
国
栖
人
を
以
て
、
や
は
り
隼
人
や
、
肥
人
や
、

出
雲
民
族
や
、
海
部
・
土
師
部
な
ど
と
言
わ
れ
た
も
の
と
同
じ
く
、
石
器
時
代

か
ら
弥
生
式
土
器
を
使
っ
た
、
先
住
土
着
の
一
民
族
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

彼
ら
は
古
伝
説
に
お
い
て
、
国
津
神
ま
た
は
地
主
神
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
土
着
民
の
事
を
国
人






な
ど
と
呼
ぶ
事
は
、
諸
所
に
例
が
多
い
。
国
栖

或
い
は
そ
の
文
字
の
ま
ま
に
、
『
ク
ニ
ス
ミ
』
す
な
わ
ち
前
々
か
ら
国
に
住
ん

で
い
た
人
の
意
か
。
も
し
く
は
国
主
（
古
事
記
応
神
天
皇
条
）
と
あ
る
如
く
、

『
ク
ニ
ヌ
シ
』
す
な
わ
ち
、
地
主
の
民
族
の
義
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
栖
』
の

字
が
『
ス
ミ
』
の
仮
名
に
使
わ
れ
た
事
は
、
出
雲
大
社
な
る
天
日
隅
宮
を
、
天

日
栖
宮
と
も
書
い
て
あ
る
の
で
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
云
え
ば
、
『
ク
ニ

ス
ミ
』
と
い
う
方
に
重
き
を
置
き
た
い
。
『
ス
ミ
』
が
『
ス
』
に
な
る
の
は
、

紀
伊
国
伊
都
郡
な
る
『
ス
ミ
ダ
』
（
隅
田
）
八
幡
宮
を
、
『
ス
ダ
』
と
呼
ん
で

い
る
な
ど
、
そ
の
例
が
多
い
。
或
い
は
『
ク
ス
ミ
』
と
い
う
地
名
の
諸
所
に
多

い
の
は
、
こ
の
『
ス
ミ
』
の
語
が
た
ま
た
ま
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ぬ
。

『
ク
ニ
ス
』
が
約

ま
っ
て
『
ク
ス
』
に
な
る
最
好
の
適
例
と
し
て
は
、
『
ハ
ニ

シ
』
（
土
師
）
が
『
ハ
ジ
』
に
な
り
、
『
ク
ヌ
ガ
』
（
陸
）
が
『
ク
ガ
』
に
な

っ
た
も
の
を
提
供
し
た
い
。
や
や
不
適
当
で
は
あ
る
が
、
『
オ
ロ
ガ
ム
』
（
拝
）

が
『
オ
ガ
ム
』
、
『
ミ
ヅ
マ
タ
』
（
水
派
）
が
『
ミ
マ
タ
』
（
用
明
紀
）
と
な

る
様
な
類
に
至
っ
て
は
、
際
限
な
く
多
い
。

『
ナ
』
行
の
音
と
『
ラ
』
行
の
音
と
が
相
転
す
る
に
至
っ
て
は
、
そ
の
例
こ
と

に
多
い
。
『
ツ
ヌ
ガ
』
（
敦
賀
）
が
『
ツ
ル
ガ
』
、
『
イ
ナ
ニ
』
（
稲
荷
）
が

『
イ
ナ
リ
』
、
『
ツ
カ
ニ
』
（
束
荷
）
が
『
ツ
カ
リ
』
（
周
防
地
名
）
、
『
タ

カ
ラ
ベ
』
（
財
部
）
が
『
タ
カ
ナ
ベ
』
（
高
鍋
）
（
日
向
地
名
）
、
『
ヲ
ダ
ニ
』

（
小
谷
）
が
『
ヲ
ダ
リ
』
（
信
濃
地
名
）
、
『
オ
ヲ
ニ
』
（
男
鬼
）
が
『
オ
ヲ

リ
』
（
近
江
地
名
）
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
尋
ぬ
れ
ば
、
い
く
ら
も
あ
ろ
う
。
そ
し

て
こ
れ
が
多
く
地
名
で
あ
る
こ
と
も
面
白
い
。
こ
の
傍
例
の
み
か
ら
類
推
し
て

も
、
国
栖





と
栗
栖





が
同
語
源
で
あ
る
と
の
吉
田
博
士
の
説
は
承
認
し
た
い
。
実

地
に
つ
い
て
み
て
も
、
栗
栖
、
小
栗
栖
、
栗
瀬
な
ど
と
い
う
地
は
、
玖
珠
（
豊

後
郡
名
）
、
久
豆
（
伊
勢
地
名
）
な
ど
と
同
じ
く
、
い
か
に
も
か
つ
て
先
住
民

の
残
存
し
そ
う
な
場
所
に
多
い
。
そ
れ
か
ら
思
う
と
、
本
居
翁
が
疑
わ
れ
た
万

葉
十
の
歌
の
、
『
国
栖
等
の
、
春
菜





摘

ま
ん
と
し
め
の
野
の
云
々
』
の
、
『
国

栖
等
』
の
三
字
の
如
き
も
、
仙
覚
点
の
通
り
『
ク
ニ
ス
ラ
』
と
訓

む
べ
き
も
の

で
、
『
ク
ス
ド
モ
』
と
訓
む
の
は
、
古
意
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
飯
田
武
郷

翁
は
日
本
書
紀
通
釈
に
お
い
て
、
夫
木
集
の
、
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遠
つ
人
、
吉
野
の
く

に

す

い
つ
し
か
と
、
仕
へ
ぞ
ま
つ
る
年
の
始
に

の
歌
を
提
供
せ
ら
れ
て
、
『
こ
は
た
し
か
な
る
例
あ
り
て
よ
め
る
に
や
』
と
言

わ
れ
た
が
、
や
は
り
こ
れ
も
『
ク
ニ
ス
』
で
差
支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
ク
ス
』
が
ク
シ
、
コ
シ
、
カ
イ
な
ど
と
同
語
源
で
あ
る
か
否
か
は
、
自
分
の

民
族
論
に
大
き
な
関
係
の
あ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
名
義
そ
の
も
の
は
一
向
つ

ま
ら
な
く
と
も
、
他
日
の
発
表
の
予
備
と
し
て
、
こ
こ
に
管
見
を
吐
露
し
て
博

識
諸
賢
の
叱
正
を
希
望
す
る
。
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